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［草壁港］より“神懸線”に乗車し、終点［紅雲
亭］で下車してください。
※フェリー・高速艇・路線バスの時刻表・運賃
は事前に確認してください。

車での所要時間
土庄港
池田港
草壁港
坂手港
大部港
福田港

35分（約17km）
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関西
方面から

1時間40分
約3時間

福田港 姫路港
坂手港 神戸港

1時間10分 坂手港 高松東港
岡山
方面から

1時間10分
1時間30分（豊島経由）

土庄港 新岡山港
土庄港 宇野港

1時間10分 大部港 日生港

四国
方面から

各1時間
※高速艇の場合
30～40分

土庄港
池田港 高松港
草壁港

路線バス
をご利用
の方

神
懸
線

ヤハタマイマイ（陸貝）

セトウチマイマイ ケハダビロウドマイマイ

香川県指定希少野生生物。
乾燥した岩場▶
に生える

分 布
日本（四国、小豆島、中国地方、
九州東部）寒霞渓産の個体

香川本土では、殻径約21㎜、
殻径約34㎜だが、寒霞渓で
は小型化する。中には写真
のような黒いタイプもいる。

シロダモやアラカシなど
の樹林の倒木下や落葉
下、岩の下に生息する。

分 布
日本（東北南部以西の本州、
小豆島）

分 布
日本（本州、四国、小豆島、九州）、
中国

翅を広げた長さ
約45mm

ナマリキシタバ
分 布

日本（本州、小豆島）

翅を広げた長さ
35～40mm

クビジロツメヨトウ

分 布
日本（本州、四国、九州）

大 き さ
頭胴長 47～60㎝

ニホンザル 分 布
アフリカ東部、マダガスカル、インド～中国
南部。5月頃に日本に渡ってくる。

大 き さ
全長28㎝、翼開長46㎝、香川県の県鳥

分 布
旧北区の東部。冬季に日本に渡ってくる。

大 き さ
全長16㎝　翼開長27㎝

ホトトギス ハギマシコ

何回もの噴火で火山堆積物が層になって積り、雲が何段にも
重なり合っているように見える。

層雲壇　（ソウウンダン）

分 布
日本（小豆島）

草 丈
約30cm

カンカケイニラ

分 布
日本（小豆島）

樹 高
1～2m

ショウドシマ
レンギョウ

分 布
日本（小豆島）、中国

草 丈
20～30cm

ミセバヤ

分 布
日本（本州（近畿地
方以西）、四国、九
州）、朝鮮半島、中国

樹 高
1～1.5m

イワガサ

硬い安山岩が侵食されず、下の軟らかな火山角礫岩が先に
侵食され松茸のように見える。

   松茸岩　（マツタケイワ）
上の硬い安山岩層が侵食されず、下の軟らかな火山角礫岩
層の一部が先に侵食され門のように見える。

石門　（セキモン）

カンカケイニラ 冷涼な気候を好む植物で、氷期には島の低地
にも生育していたが、間氷期になり気温が上
昇してからは島の冷涼な高地や渓谷だけに取
り残されるようにして生き残った。

■寒霞渓に生育する同じタイプの植物：ミセバヤ・スハマソウなど

■寒霞渓に生育する同じタイプの植物：イワシデ・イワガサなど

ショウドシマ
レンギョウ

日本列島が大陸と地続きであった頃に、朝鮮
半島から対馬を経て分布していた植物が他の
地域で絶滅（おそらく他の植物との競争に負
けて）した後も、島の集塊岩地帯に（乾燥して
栄養が乏しい悪条件に耐えて）取り残される
ようにして生き残った。

（黒化型）

寒
霞
渓
新
聞

寒
霞
渓
新
聞

奇
岩
絶
壁
の
渓
谷
美
で
知
ら
れ
る
寒
霞
渓
は
、日
本
書
紀
に
も
記
述
が
残
る
歴
史
あ
る
景
勝

地
で
、元
々
は
、鉤
懸
山
、神
懸
山
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、明
治
初
期
の
儒
者
藤
澤
南

岳
に
よ
り
、「
寒
霞
渓
」と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、多
く
の
地
元
の
方
々
の
尽
力
に
よ
り
景
勝
が
守
り
継
が
れ
て
い
く
中
で
、そ
の
高
い

観
賞
上
の
価
値
が
認
め
ら
れ
、大
正
１２
年
に
国
の「
名
勝
」と
し
て
指
定
さ
れ
た
景
勝
地
と
し
て
、

ま
た
、昭
和
９
年
に
日
本
最
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た「
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
」の
代
表

的
な
景
勝
地
と
し
て
、ま
さ
に
、小
豆
島
が
世
界
に
誇
る
絶
景
は
、日
本
三
大
渓
谷
美
、日
本
三

大
奇
勝
と
た
た
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、寒
霞
渓
の
多
様
で
、特
徴
の
あ
る
自
然
環
境
は
、こ
こ
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
生

き
物
を
育
む
な
ど
、瀬
戸
内
の
自
然
史
を
語
る
上
で
重
要
な
場
所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
、こ
の
よ
う
な
寒
霞
渓
の
自
然
に
触
れ
合
う
と
き
の一助
と
な
る
よ
う
、こ
の
ガ
イ

ド
マッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

さ
あ
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
片
手
に
、寒
霞
渓
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
！

小
豆
島
は
知
る
人
ぞ
知
る
陸
貝
の
宝
庫

で
あ
る
。特
に
、寒
霞
渓
は
谷
が
深
く
、う
っ

そ
う
と
し
た
広
葉
樹
林
に
覆
わ
れ
、大
き
な

岩
の
隙
間
や
ガ
レ
場
は
１
年
中
安
定
し
た

温
度
、湿
度
を
保
つ
こ
と
が
で
き
、陸
貝
に

と
っ
て
好
適
な
生
息
環
境
と
な
っ
て
い
る
。

最
も
注
目
さ
れ
る
陸
貝
は
ヤ
ハ
タ
マ
イ
マ
イ

だ
。殻
の
直
径
が
5
．5㎝
に
も
な
る
大
形
の

カ
タ
ツ
ム
リ
で
、寒
霞
渓
に
し
か
生
息
し
な

い
固
有
種
と
さ
れ
て
い
る
。こ
の
ほ
か
、チ
ャ

イ
ロ
オ
ト
メ
マ
イ
マ
イ
、ク
マ
ド
リ
オ
ト
メ
マ

イ
マ
イ
類
似
種
な
ど
は
、香
川
県
で
は
寒
霞

渓
だ
け
で
し
か
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
陸
貝

で
あ
る
。ま
た
、県
内
で
も
生
息
地
が
少
な

い
シ
ョ
ウ
ド
シ
マ
ギ
セ
ル
や
マ
ヤ
サ
ン
マ
イ
マ

イ
、ケ
ハ
ダ
ビ
ロ
ウ
ド
マ
イ
マ
イ
な
ど
に
と
っ

て
も
、寒
霞
渓
は
貴
重
な
生
息
地
と
な
って

い
る
。こ
の
ほ
か
、県
内
で
は
普
通
に
見
ら
れ

る
セ
ト
ウ
チ
マ
イ
マ
イ
が
、こ
こ
で
は
極
端
に

小
形
化
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
現
象

で
あ
る
。

し
か
し
、こ
の
陸
貝
の
宝
庫
も
い
つ
ま
で

も
安
泰
と
は
言
え
な
く
な
って
き
た
。か
つ

て
寒
霞
渓
で
は
普
通
に
見
ら
れ
た
ヤ
ハ
タ
マ

イ
マ
イ
は
、そ
の
生
息
範
囲
が
極
端
に
狭
く

な
っ
て
お
り
、最
近
で
は
見
つ
け
る
こ
と
さ

え
非
常
に
難
し
く
な
って
し
ま
っ
た
。ま
た
、

過
去
に
は
生
息
が
確
認
で
き
た
種
が
、最

近
で
は
死
殻
さ
え
も
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
も

あ
る
。

環
境
の
変
化
に
敏
感
な
陸
貝
に
と
って
、

わ
ず
か
な
環
境
の
変
化
で
も
絶
滅
し
て
し

ま
う
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。島
と
い
う

隔
離
さ
れ
た
場
所
で
長
い
年
月
を
か
け
て

適
応
し
て
き
た
陸
貝
に
とって
、今
は
、種
を

維
持
す
る
こ
と
が
厳
し
い
時
代
で
あ
る
と

言
え
る
。こ
れ
か
ら
も
寒
霞
渓
の
陸
貝
を

そ
っ
と
見
守
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ご挨拶

寒霞渓には、様々なカタツムリの仲間（以下「陸貝」という。）
がすんでいる。小豆島固有の種や、香川県ではここでしか
見られない種、小豆島固有の大きさや色彩の種が生息し
ており、生物地理学的にも重要な地域となっている。

寒霞渓は、植物が好きな方にとっては色々な意味で、
魅力いっぱいの場所だ。世界中で小豆島にしか自
生していない固有の植物が見られることに加え、日
本三大渓谷美とたたえられる絶景を楽しむことがで
きるからだ。

紅
葉
と
い
え
ば
、
赤
や
黄
色

の
葉
を
思
い
浮
か
べる
が
、
寒
霞

渓
の
醍
醐
味
は
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
。
渓
谷
に
生
育
す
る
ウ
リ
ハ
ダ

カ
エ
デ
、
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
、
イ
タ

ヤ
カ
エ
デ
、
特
異
な
崖
地
と
岩

場
に
生
育
す
る
イ
ワ
シ
デ
な
ど
の

落
葉
広
葉
樹
が
織
り
な
す
錦
繍

を
、
ア
カ
マ
ツ
や
ア
カ
ガ
シ
、
ウ

ラ
ジ
ロ
ガ
シ
な
ど
の
常
緑
樹
や
、

岩
に
着
生
す
る
シ
ダ
植
物
の
イ
ワ

ヒ
バ
な
ど
の
美
し
い
緑
が
、
よ
り

一層
鮮
や
か
に
際
立
た
せ
て
い
る
。

小
豆
島
に
は
、
世
界
で
こ
こ
に
し
か
自
生
し

て
い
な
い
ご
当
地
植
物
が
あ
る
。
そ
れ
は
カ
ン

カ
ケ
イ
ニ
ラ
と
シ
ョ
ウ
ド
シ
マ
レ
ン
ギ
ョ
ウ
で
あ

り
、
寒
霞
渓
が
非
常
に
重
要
な
自
生
地
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
２
つ
の
植
物
が
こ
の

地
に
分
布
を
広
げ
、
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た

経
緯
は
大
き
く
異
な
って
い
る
。

寒
霞
渓
の
特
異
な
崖
地
や
岩
場
に
、
カ
ン
カ

ケ
イ
ニ
ラ
と
シ
ョ
ウ
ド
シ
マ
レ
ン
ギ
ョ
ウ
が
し
が
み

つ
く
よ
う
に
し
て
生
育
す
る
景
観
を
見
て
い
る

と
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
時
間
の
流
れ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

自然観察のマナー
● 自然を知るには、まず五感から！

動植物をよく知るには、顔を近づけて見るだけではなく、
手で触れ、においをかいでみるなど、五感を使って観察
してみましょう。

● 自然の中で耳を澄ませてみよう！
野鳥の声や虫の音、風の音や川のせせらぎなど、自然

のすばらしい音に耳を澄ませましょう。
音楽を流したり、ラジオを聞きながら歩かないようにし

ましょう。

● 山火事に注意しましょう！
雨の少ない瀬戸内の森は一年中乾燥しています。森の
中での火気は厳禁です。タバコは決められた喫煙場所以
外では吸わないようにしましょう。

● 危険な生き物には近づかないように！
スズメバチやマムシなど危険な生き物には
注意しましょう。見かけたら驚かさないように、
ゆっくりとその場を離れましょう。
また、森の中には、ウルシの木やハゼノキ
など触ると肌がかぶれる木があるので注意しましょう。

● 自然の中に入るときの七つ道具！
長そで・長ズボン、足元がしっかりした靴、帽子、軍手、
水筒、雨具、健康保険証

● 疲れたら休もう、予定を変えよう！
のんびり、ゆったり歩くことが自然観察の基
本です。特に、夏は熱中症に気をつけましょう。
カミナリが聞こえてきたり、急に天候が悪く
なりそうな場合には、無理は禁物です。早めに避難しま
しょう。

● イノシシに出合ったら！
　 襲われないための３原則
一つ　何もせず放っておく （無視をする）と、ほとんどの

場合、向こうから逃げていきます。
二つ　ゆっくりと後ろに下がって、静かにその場を立ち去

るか、物陰に隠れましょう。
三つ　決して威嚇したり、追い払ったりしないでください。

絶対にエサは与えないようにしましょう。イノシシ
が人を襲うようになります。

これには注意しよう
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香
川
の
自
然
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

寒
霞
渓
の
自
然 2

寒霞渓の特異な崖地や岩場は、乾燥に強い特異な植物を育
んでいる。そして、これらの植物は、これもまた特異な昆虫の
食べ物となっている。これら一連の相互関係が発見された場
所がここ寒霞渓である。

小
豆
島
の
代
表
的
な
ほ
に
ゅ
う
類
は
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
で
あ
る
。
銚
子
渓
と
寒
霞

渓
の
老
杉
洞
の
群
は
昭
和
３４
（
１
９
５

９
）
年
に
香
川
県
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
、
集
団
に
な
り
や
す
い
特
徴
を

持
ち
、
美
猿
ぞ
ろ
い
と
の
評
判
が
高
い
。

今
、
彼
ら
に
は一つ
の
疑
い
が
か
け
ら

れ
て
い
る
。
香
川
県
指
定
希
少
野
生

生
物
で
、
寒
霞
渓
に
し
か
生
育
し
て
い

な
い
カ
ン
カ
ケ
イ
ニ
ラ
と
い
う
大
切
な

植
物
が
、
めっ
き
り
減
って
し
ま
っ
た
が
、

そ
の
原
因
は
彼
ら
の
餌
に
な
って
い
る
か

ら
で
は
な
い
か
と
い
う
の
だ
。

平
成
２５
年
度
の
香
川
県
の
ニ
ホ
ン
ザ

ル
生
息
状
況
調
査
で
は
、
老
杉
洞
の
ニ

ホ
ン
ザ
ル
群
は
３
２
０
〜
３
５
０
頭
に
増

加
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
だ
推
測
で
し

か
な
い
が
、
も
し
か
す
る
と
群
れ
の一部

が
十
分
な
餌
に
あ
り
つ
け
な
い
状
態
に

な
り
、
今
ま
で
食
べ
な
か
っ
た
植
物
な

ど
に
も
手
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
可
能

性
も
否
定
は
で
き
な
い
。

寒
霞
渓
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
と
カ
ン
カ
ケ

イ
ニ
ラ
、
ど
ち
ら
も
大
切
な
生
き
物
で

あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
も
し
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る
カ
ン
カ
ケ
イ
ニ
ラ
の

摂
食
が
事
実
で
あ
り
、
昔
か
ら
築
か
れ

て
き
た
両
者
の
共
存
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
き
て
い
る
と
し
た
ら
、
私
た
ち
は

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
今
後

ど
の
よ
う
な
方
策
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
か
。

小豆島は、瀬戸内海で第２番目に大きな島であることから、
四国本島と同じように、たくさんの哺乳類がすんでおり、
香川県内の他の島々では見られない多様性がある。寒霞
渓は、人里から離れ、地形も険しいことに加え、豊かな
森林植生が広がっているため、ほにゅう類にとって、素晴
らしい生息地となっている。

寒
霞
渓
で
は
、森
の
中
に
生
き
る
小
さ
な

野
鳥
や
、大
き
な
岩
々
の
上
空
を
舞
う
ワ
シ・

タ
カ
類
に
も
目
を
向
け
て
、こ
の
景
観
を
存

分
に
味
わって
い
た
だ
き
た
い
。う
ま
く
観
察

す
る
た
め
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る

の
で
、参
考
に
し
て
欲
し
い
。

ポ
イ
ン
ト
①【
寒
霞
渓
表
１２
景
散
策
路
】寒

霞
渓
表
１２
景
の
入
り
口
付
近
で
は
ホ
オ
ジ
ロ

や
ヒ
ヨ
ド
リ
が
、木
々
の
ト
ン
ネ
ル
の
続
く
散

策
路
で
は
、一年
を
通
し
て
ヤ
マ
ガ
ラ
や
シ
ジュ

ウ
カ
ラ
、エ
ナ
ガ
、コ
ゲ
ラ
、メ
ジ
ロ
、ウ
グ
イ
ス

な
ど
の
留
鳥
が
見
ら
れ
る
。初
夏
に
は
、巣
立

ち
直
後
の
家
族
群
を
、冬
に
は
カ
ラ
類
な
ど

の
留
鳥
の
混
群
も
観
察
で
き
る
。

ポ
イ
ン
ト
②【
水
場
】大
き
な
岩
の
上
を
流
れ

る
浅
い
小
さ
な
渓
流
は
、と
こ
ろ
ど
こ
ろ
が

小
さ
な
野
鳥
た
ち
の
水
浴
び
場
や
水
飲
み
場

と
な
っ
て
い
る
。静
か
に
観
察
し
て
い
る
と
、

野
鳥
た
ち
の
何
気
な
い
日
常
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

ポ
イ
ン
ト
③【
岩
場
】紅
雲
亭
や
層
雲
壇
の

よ
う
に
空
が
広
く
開
け
た
岩
場
で
は
、上
空

を
輪
を
描
い
て
飛
ぶ
ト
ビ
や
、見
通
し
の
良
い

岩
場
に
止
ま
る
ハ
ヤ
ブ
サ
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。四
望
頂
か
ら
は
、内
海
湾
と
瀬
戸
内

海
を
広
く
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、運
が
良
け

れ
ば
、捕
ま
え
た
魚
を
運
ぶ
ミ
サ
ゴ
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

ポ
イ
ン
ト
④【
春
〜
初
夏（
４
月
〜
６
月
）】夏

鳥
の
訪
れ
と
と
も
に
、新
緑
の
森
の
中
で
は
、

美
し
い
さ
え
ず
り
や
特
徴
の
あ
る
鳴
き
声
が

楽
し
め
る
。オ
オ
ル
リ
や
セ
ン
ダ
イ
ム
シ
ク
イ
、

ヤ
ブ
サ
メ
、キ
ビ
タ
キ
、ク
ロ
ツ
グ
ミ
、ホ
ト
ト

ギ
ス
な
ど
、多
く
の
夏
鳥
と
出
合
え
る
。

ポ
イ
ン
ト
⑤【
冬
〜
春（
12
月
〜
３
月
）】冬
の

静
か
な
森
に
は
、ウ
ソ
や
ハ
ギ
マ
シ
コ
な
ど
が

や
っ
て
く
る
。中
で
も
、ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
山

頂
駅
付
近
が
観
察
し
や
す
い
。

こ
の
よ
う
に
寒
霞
渓
は
四
季
折
々
に
鳥
類

の
観
察
を
楽
し
め
る
場
所
で
あ
る
。こ
の
地

は
鳥
類
に
と
っ
て
大
切
な
生
息
地
と
な
っ
て

お
り
、特
に
、県
内
有
数
の
夏
鳥
の
貴
重
な

繁
殖
地
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
、こ
の

景
観
美
と
、豊
か
な
生
態
系
の
両
方
を
大
切

に
見
守
り
続
け
た
い
。

寒霞渓の特異な地形は、たくさんの植物や昆虫などの小動物を
育んでいる。寒霞渓では、これらを餌にする小さな野鳥からワ
シ・タカ類にいたるまで、幅広い種類の鳥類を観察することがで
きる。これらの生き物が安心してすめるように、寒霞渓は鳥獣保
護区に指定されており、県内でも有数の観察地となっている。

小
豆
島
の
大
半
の
地
質
は
、

上
の
表
に
記
し
た
地
球
の
活

動
（
地
殻
変
動
）
に
よ
り
、

軟
ら
か
な
層
の
上
下
を
二
つ

の
固
い
層
で
挟
ん
だ
三
層
構

造
と
な
って
い
る
。

1
5
0
0
〜
1
3
0
0

万
年
以
降
、
水
蒸
気
爆
発

や
地
震
に
よ
る
山
体
崩
壊
に

よ
っ
て
、
現
在
の
寒
霞
渓
の

原
型
が
で
き
あ
が
っ
た
。
そ

の
後
、
安
山
岩
層
や
火
山
角

礫
岩
（
凝
灰
岩
）
層
は
、

割
れ
目
や
ひ
び
に
沿
っ
て
風

化
と
侵
食
が
進
み
、
多
種
多

様
で
、
奇
妙
な
形
の
岩
や
崖

地
で
構
成
さ
れ
る
、
現
在
の

渓
谷
美
が
形
成
さ
れ
た
。
こ

の
中
で
、
特
に
秀
麗
な
２０
の

景
観
は
、
表
十
二
景
、
裏
八

景
と
た
た
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た

寒
霞
渓
の
特
異
な
地
形
は
、

乾
燥
し
て
栄
養
も
少
な
い
た

め
、
大
半
の
生
物
に
と
っ
て

生
息
す
る
に
は
厳
し
い
環
境

と
な
って
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
こ
と
が
結
果
的
に
、
他
の

生
物
の
進
入
を
妨
げ
、
寒
霞

渓
に
固
有
の
植
物
や
昆
虫
、

陸
貝
が
育
ま
れ
る
舞
台
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

瀬戸内海国立公園の代表的な景勝地である寒霞渓
は、他に類を見ない、いくつもの条件が重なって誕
生した。この経緯を知った上で、改めて寒霞渓を見
ると、地球が生きていることを強く感じるに違いない。①アジア大陸の東部の地下深くで、マグマが冷えて

固って硬い花崗岩層（後の小豆島の基盤）がで
きた（約8000万年前）。
②花崗岩は隆起して地表に出ると、地表から風化
を受け、脆い砂状の土(マサ)が形成され、また侵
食によって削り取られた（約8000～2000万年前）。

③日本海の拡大に伴い1500万年前に現在の場所ま
で移動。
④火山活動の直前に陥没し、淡水湖（讃岐湖）の底
となった。地下のマグマが、淡水湖の中で噴火。
⑤湖底で花崗岩の上に火山噴出物が積り、分厚く
軟らかな地層（火山角礫岩層）となった。

⑥火山活動によって大きな火山の山が形成された。（*）
⑦寒霞渓近くの山頂付近で噴火。溶岩が噴出し火
山角礫岩層の上に流れ込み、急速に冷えて固ま
り、板状節理の発達した硬い安山岩層となった。

地質のできた経緯年表階層

⒈

⒉

⒊

8000

～

2000
万年前

⒊安山岩

⒉火山角礫岩

⒈ 花崗岩

（*）安山岩の流れから考えると、現在の高さより高かったと推定される。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
が
、世
界
で
小

豆
島
に
し
か
生
息
し
な
い
昆
虫
が
い
る
。生
息
地

が
こ
の
島
に
限
定
さ
れ
る
理
由
は
、後
ろ
羽
が
退

化
し
て
飛
べ
な
い
た
め
に
、他
の
地
域
か
ら
隔
離
さ

れ
、こ
の
地
で
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
か
ら
だ
。具

体
的
に
は
、シ
ョ
ウ
ド
シ
マ
ナ
ガ
チ
ビ
ゴ
ミ
ム
シ
や

ショウ
ド
ヒ
メ
オ
サ
ム
シ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、小
豆
島
に
は
、遠
く
ま
で
飛
べ
る
羽

を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、生
息
地
が
非
常
に
限

ら
れ
る
昆
虫
も
存
在
す
る
。全
国
で
６
箇
所
で
し

か
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
ク
ビ
ジ
ロ
ツ
メ
ヨ
ト

ウ
と
い
う
蛾
と
、全
国
的
に
も
生
息
地
が
局
地
的

に
点
在
し
て
い
る
ナ
マ
リ
キ
シ
タ
バ
と
い
う
蛾
の
２

種
類
で
あ
る
。

ナ
マ
リ
キ
シ
タ
バ
の
生
息
地
が
局
地
的
で
あ
る

の
は
、幼
虫（
イ
モ
ム
シ
）の
食
べ
も
の
が
、岩
場
に

し
か
自
生
し
な
い
植
物（
イ
ワ
ガ
サ
：
寒
霞
渓
の

植
物
を
参
照
）だ
か
ら
だ
。ナ
マ
リ
キ
シ
タ
バ
の
分

布
の
謎
は
、昭
和
５６（
1
9
8
1
）年
に
香
川
県
在

住
の
蛾
の
研
究
者
、増
井
武
彦
氏
に
よ
って
解
明

さ
れ
た
が
、そ
の
舞
台
と
な
っ
た
の
が
、こ
こ
寒
霞

渓
で
あ
っ
た
。こ
の
発
見
を
機
に
、岩
場
を
好
む
蛾

の
存
在
が一躍
注
目
さ
れ
、そ
の
後
、全
国
各
地
で

同
様
の
事
例
が
多
く
発
見
さ
れ
る
き
っ
か
け
と

なっ
た
。

小
豆
島
は
、地
理
的・地
史
的
に
中
国
地
方
と

の
つ
な
が
り
が
深
い
。こ
の
た
め
、中
国
地
方
に
広

く
分
布
す
る
が
、瀬
戸
内
の
島
嶼
部
で
は
小
豆
島

だ
け
で
確
認
さ
れ
て
い
る
昆
虫
が
い
る
。そ
の
代
表

的
な
種
と
し
て
、乾
燥
し
た
草
原
に
生
息
す
る
ヒ

メ
ヒ
カ
ゲ
と
い
う
蝶
が
あ
げ
ら
れ
る
。40
年
前
ま
で

は
標
本
に
よって
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、環

境
の
変
化
に
よって
現
在
は
見
か
け
な
く
なっ
た
。

こ
の
よ
う
に
、寒
霞
渓
は
、こ
こ
に
し
か
い
な
い

昆
虫
類
が
生
息
す
る
、と
て
も
魅
力
の
あ
る
場
所

で
あ
る
。是
非
、こ
の
大
き
な
渓
谷
で
、小
さ
な
ご

当
地
昆
虫
を
探
し
て
み
て
は
、い
か
が
だ
ろ
う
か
。

1300
万年前

1500

～

寒霞渓の鳥類寒霞渓のほにゅう類

寒霞渓 の植物 寒霞渓の陸貝寒霞渓の昆虫
陸
貝
の
宝
庫

　寒
霞
渓

岩
場
を
好
む
蛾
の
存
在
が
発
見
さ
れ
た
場
所

生
き
物
同
士
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

香
川
有
数
の
鳥
類
観
察
地

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

地
球
の
活
動
で
誕
生
し
た
寒
霞
渓

ご
当
地
植
物
の

正
体
と
は
！？

寒霞渓の なりたち

日
本
三
大

渓
谷
美
の

立
役
者


